
（公財）横浜勤労者福祉協会 

汐田総合病院

〒230-0001 神奈川県横浜市鶴見区矢向1-6-20

℡.045-574-1011 HP :https://www.ushioda.or.jp/
E-mail:ushioda@ushioda.or.jp

【送迎バスについて】
●シャトルバスの運行を、「汐田総合病院⇔鶴見駅⇔うしおだ診療所間」、
「汐田総合病院⇔梶山診療所間」で行なっております。ぜひご利用ください。

 駐車場の詳細や、送迎バスの時刻表は公式HPをご覧ください。

【電車でご来院の場合】
●JR南武線【尻手駅】下車　改札を出て左に徒歩10分
 【バスをご利用の場合】 
●JR川崎駅西口臨港バス川51・53・57系統『汐田総合病院前』下車すぐ
●京急鶴見駅前市営バス18系統矢向行き『矢向3丁目』下車徒歩5分 
 【お車でご来院の場合】
●第2京浜(国道1号)の『尻手交差点』を尻手駅方面へ曲がり5分ほどで
『矢向第1 陸橋』にさしかかります。陸橋を渡り、信号を左折です。

https://www.ushioda.or.jp/_20/_02

　 病院周辺案内・アクセス 
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　健康に生きたい、仲間と共に安心して暮らしたい。友の会は、病院と共に
安心して住みつづけられるまちづくりをすすめています。医療や介護に関する
学習懇談会、楽しく生き生きとサークル活動で仲間を作るなど、これから超
高齢化社会に向けても地域の支えあいや助けあいを進めていきます。赤ちゃ
んから高齢者まで、幅広い相談活動にも力を入れています。 

よこはま健康友の会
病院と共に安心して住みつづけ
られるまちづくりをめざして

▶ お問い合わせ (新鶴見支部 ) 

℡.045-574-2251

横浜勤労者福祉協会の診療所のご案内
うしおだ診療所 横浜市鶴見区本町通1-16-1 ℡.045-521-5147
梶山診療所 横浜市鶴見区上末吉5-22-16 ℡.045-582-0123
うしおだ在宅クリニック 横浜市鶴見区矢向1-5-29 ℡.045-718-6450

◀法人グループの詳しいご案内は
　公式HPをご確認ください

地域とともにはぐくむ医療と介護

そこに差別があってはなりません。

私たちは、患者さまと共につくる医療、

信頼と納得の医療、

無差別平等の医療を追求します。

地域とともにはぐくむ医療と介護

そこに差別があってはなりません。

私たちは、患者さまと共につくる医療、

信頼と納得の医療、

無差別平等の医療を追求します。

汐田総合病院

◀薬剤部の詳しい
　ご案内はこちらを
　ご確認ください

◀看護部の詳しい
　ご案内はこちらを
　ご確認ください

部門案内

リハビリテーション課

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が在籍し、先進機器を活用した

脳血管・運動器・廃用リハビリを提供しています。急性期から回復期ま

で、患者一人ひとりに質の高いリハビリを実践しています。 

通リハ・訪リハ

短時間デイケア（送迎対応）と訪問リハビリをみなし介護保険事業と

して提供しています。入院中から継続的に関わることで、退院後も住

み慣れたご自宅での生活再建と機能維持をサポートします。

地域連携

近隣医療機関との紹介・逆紹介の調整、転院依頼、オープン検査の

受付に対応しています。地域の医療機関と密に連携し、患者が適切

な医療を受けられるよう支援しています。

救急外来

2025年4月の拡張により受入体制を強化しました。年間2,500台以上

の救急車を24時間365日受け入れ、各診療科と連携しながらトリアー

ジ・初期診療を迅速に提供しています。

健診センター

特定健診・各種がん検診・脳ドック・特殊健診（じん肺・有機溶剤等）・

保健指導を実施しています。地域の皆さまの健康づくりを幅広くサ

ポートします。 

JR南武線【尻手駅】から当院までのアクセス
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汐田総合病院　院長

宮澤  由 美
　汐田総合病院の歴史は1953年に「働く者の医療

機関」としてスタートした旧うしおだ診療所まで遡り

ますが、ついに団塊の世代が後期高齢者になる

2025年をこえました。「地域包括ケア」から「地域

共生社会」へと地域の目標がかわる中で、当院は

「地域密着型多機能病院」として住民とともに歩み

ます。高齢者や障害者、外国人など多様な人が多様

な価値観をもって暮らす街、鶴見の皆さんの健康と

暮らしを守っていきます。
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入院病棟

歯科・会議室

急性期一般病棟

地域包括ケア病棟

回復期リハビリ
　テーション病棟

　　　　　　　　　　　　　 計 324床

診療科

フロアマップ

病棟機能案内

◀各フロアの
　詳しいご案内は
　公式HPをご確認ください

24時間体制の二次救急を支える中核病棟です。

CT・MRIの24時間撮影体制のもと、高齢者救急

や脳卒中、骨折などの緊急性の高い疾患に迅速

に対応します。外科では腹腔鏡手術を悪性・良性

疾患ともに幅広く実施し、整形外科では大腿骨

骨折や関節鏡手術、脳神経外科では脳出血や脊

椎手術など専門的な治療を提供。早期診断・早

期治療により、患者の回復を支援します。

大腸ポリープを中心に、消
化器領域の精査・治療を
担います。入院での内視鏡
的ポリープ切除を標準と
して、患者の状態に応じた
適切な治療計画を提案し
ます。

内科

回復期リハ、地ケア病棟
にて、大腿骨骨折や脳卒
中を中心に集中的なリハ
ビリを提供しています。多
職種で目標を共有し、機
能回復の最大化と在宅復
帰を支援しています。 

リハビリテーション科

二次救急として高齢者救
急を幅広く受け入れていま
す。肺炎・心不全・コロナ
等に加え、充実した検査
体制で複合疾患にも迅速
に対応。糖尿病教育入院
も実施しています。

総合診療科

白内障手術を中心に、術
前検査から手術・術後管
理まで一貫して対応して
います。手術は全件入院
で対応し、全身管理が必
要な患者の紹介も承って
います。

眼科

大腸がんから胆石・ヘル
ニア・虫垂炎まで幅広く
診療しています。腹腔鏡
手術を積極的に導入し
低侵襲治療を推進、肛門
疾患の専門医も在籍し
ています。 

外科

口腔顎顔面の感染症・外
傷・腫瘍、顎関節・口腔粘
膜疾患、顎変形症の診
断・治療を行ないます。医
科歯科連携によるチーム
医療も提供しています。

歯科・口腔外科

大腿骨骨折や腰椎圧迫骨
折などを中心に急性期か
ら術後管理まで対応しま
す。また、半月板損傷に対
しては関節鏡を用いた低
侵襲手術を積極的に実施
しています。

整形外科

膀胱鏡を用いた血尿・排尿障
害の専門的な診療を行なって
います。多職種による排尿自
立支援チーム（CCT）がカテー
テル早期抜去と排尿自立を支
援し、急性期から回復期まで
切れ目なく対応しています。

泌尿器科

脳出血・水頭症・脊椎疾患
に対応し、迅速な診断を行
なっています。シャント術
など専門的な外科治療を
提供し、回復期リハビリへ
の円滑な移行も見据えた
診療を実施しています。

脳神経外科

扁桃炎をはじめとする耳
鼻咽喉科疾患に対応し、
入院が必要なケースも受
け入れています。摂食嚥下
サポートチーム（SST)と連
携した嚥下評価も実施し
ています。 

耳鼻咽喉科

脳梗塞・パーキンソン病・
てんかんなど幅広い神経
疾患に対応しています。病
態に応じた適切な急性期
治療から回復期リハビリ
まで、一貫した診療を担い
ます。

脳神経内科

月経・更年期・下腹部痛
など幅広い婦人科のご
相談に対応しています。
子宮頸がん検診も実施
し、早期発見・早期介入
につなげています。 

婦人科

急性期一般

集中的なリハビリにより機能回復を最大化し、

機能回復訓練のみならず、家屋調査や家族指

導を行ない、在宅復帰を目指す病棟です。大腿

骨骨折や多発骨折の術後・保存治療後、脳卒

中後の運動障害などに対し、早期から個別プロ

グラムを実施。整形外科・脳神経系診療科と連

携し、歩行・ADL訓練に加えて栄養管理や排泄

支援も含めた包括的リハビリを行ないます。

回復期リハビリテーション

急性期治療後の受け皿として、病状安定

後の治療継続と在宅復帰支援を担いま

す。肺炎後の体力低下、心不全の急性増

悪予防、骨折術後のADL回復などに対

し、リハビリ・栄養・服薬調整を多職種で

実施。糖尿病の自己管理支援や、排尿自

立支援チーム（CCT）による排泄ケアも行

ない、退院後の生活を見据えて整えます。

地域包括ケア

高齢者の急性疾患と慢性疾患増悪

が重なりやすい症例に対し、診断か

ら治療、全身管理まで包括的に行な

う病棟です。総合診療科を軸に、肺

炎・尿路感染症・脱水、心不全、コロ

ナ中等症などを幅広く受け入れ、地

域医療機関のバックベッドとして高

齢者医療の最前線を担います。

地域包括医療
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104床

108 床

58床

地域包括医療病棟 54床


